
献血していただいた血液は、医療機関に送られ、がん、血液や造血器の病気、各種感染症、

やけど、交通事故などの患者さんの治療に幅広く使用されます。

 ･血漿分画製剤に必要な血漿量は、全国で
　100万リットル(平成20年度)です。

・血液センターでは、医療
　機関へ供給されず、期
　限切れなどにより、輸血
　に使われなかった血液
　の血漿成分を、すべて
　血漿分画製剤の製造の
　ために使用しています。
　

 ・医療機関では患者さんの病気や症状に ・１単位は、約200mLの血液から得ら

  よりそれぞれ血液製剤が輸血されます｡  れる各製剤の量です。

平成21年度　献 血 目 標

＊より一層の安全性向上のため、
４００ｍL献血の献血目標割合を、
９０％（全血献血中構成比）としま
した。

総献血者数
３７９，０４０人

献血血液確保目標量
１５１，５０２リットル

２００ｍL献血
３．４％

成分献血
２８．４％

全血製剤
 ２００単位

血漿製剤
２１０，９０１単位

血小板製剤
６５９，６７０単位

総供給数
１，３４２，６７１単位

赤血球製剤
４７１，９００単位

輸血用血液製剤用
７９，８５２リットル

血漿分画製剤用
７１，６５０リットル

４００ｍL献血
６８．２％

血液センター 献血ルーム
移動採血車

(ｵｰﾌﾟﾝ献血含む)

200mL 12,990 2,598 359 3,587 9,044
400mL 258,550 103,420 6,489 66,659 185,402
血　漿 49,660 50.6 22,347 3,894 45,766 0
血小板 57,840 49.4 23,136 4,527 53,313 0

379,040 151,501 15,269 169,325 194,446

成分献血 28.4

合　計

採血場所別献血者目標（人）

全血献血
3.4
68.2

献血者数
（人）

構成比（％） 献血量（L)

平 成 ２１年 度 献 血 目 標
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